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人口の動き 法律相談日

11月1日現在前月比11
11 12月21日(木〉

人口 57，646+ 7 11 
11 9時30分"-15時

男 27，736-18 11 
女 29，910 +25 11市役所市民相談室

世帯数15，147+14 11 :お気軽 にどうぞ
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三浦小学校(浦田重穂、校長児童181人〕では11

月初日の午前中5.6年生63人と先生やPTAの役

員さんたちが、大村湾を見おろす近くの学校ミ カ

ン園で楽しい収穫作業を行ないました。

この ミカン園は昭和32年学制改革10周年記念事

業と して当時の三浦中学校(御厨虎春校長〕で計

画され、 山下 武さんが山林20アーノレを寄贈し、

昭和36年全校児童、先生、育友会、青年団、 同志

会等の作業により植付けが完成しました。

昭和43年中学校の統合で小学校にひきつがれ現

在はミカン園運営委員会(橋田村俊会長)が運営

にあたり、収益金は社会見学や修学旅行の足しに

して地元教育の進展に寄与されています。

みんなの奉仕で実ったこの ミカンは給食にも添

えられ児童たちにたいへん喜ばれています。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所

先生の指導でわせミカンの収穫をする児童たち

楽しい収穫

学校ミカン園
三浦小学校

た!?:?と縁。禽心議長選還に議苓
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投
票
日

ロ
月
間
日

(
日
)

一
衆
議
院
議
員
選
挙

一
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
ι

去
る
十
一
月
十
三
日
衆
議
院
が

解
散
さ
れ
、
こ
の
た
め
の
総
選
挙

が
十
二
月
十
日
に
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
総
選
挙
は
、
国
会
が
は

じ
ま
っ
て
か
ら
第
三
十
三
回
目
に

あ
た
り
ま
す
。

乙
の
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
は

国
政
を
左
右
す
る
最
も
重
要
な
選

挙
で
す
か
ら
、
有
権
者
一
人
一
人

が
「
よ
く
見
、
よ
く
知
り
、
よ
く

考
え
て
」
一
人
も
れ
な
く
投
票
し

古
子
し

ょ
・っ。

投
票
日
は
十
二
月
十
日
(
日
)

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
で
す
。

ま
た
、
総
選
挙
と
同
時
に
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

乙
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

挙

午市
後民
三七体
十時育
分館

立
会
演
説
会

衆

議

院

議

員

総

選

開

百苦
手宮之

所

日
時

官
月

4
日
(
月
〉
一

午
後

7
時

-

場
所

市
民
会
館

⑥ 

+ニ

場
所

時
間

月
十
日

(日
)
は

衆

議

院

議

員

総

選

挙

の

投

票

審
査
は
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の

任
命
後
、
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
る

総
選
挙
で
国
民
の
審
査
に
付
し
、

そ
の
後
十
年
を
経
過
し
た
あ
と
初

め
て
お
こ
な
わ
れ
る
総
選
挙
ご
と

に
さ
ら
に
審
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
所
風
景

不
在
者
投
票
の

で
き
る
人

投
票
日
の
当
日
つ
ぎ
の
よ
う
な

理
由
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
投

票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
不
在
者
投
票
を
す
る
と

き
は
、
そ
の
旨
の
宣
誓
書
を
提
出

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
不
在
者
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

用当まは
しすす
てるか前
く場らも
だ合、っ
さは乙て
い・、れす
。じらる
ゅの乙
う理と
ぶ 由も
んにで
活 該 き

V
不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由

①
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い
て
職

務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の
人

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

故
に
よ
り
、
市
外
に
旅
行
中
ま

た
は
滞
在
中
の
人

⑦
病
気

・
負
傷

・
妊
娠

・
不
具

・

ま
た
は
産
じ
ょ
く
に
あ
る
た
め

歩
行
が
著
し
く
困
難
な
人
(
在

宅
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
)

④
市
外
か
ら
大
村
市
に
転
入
し
、

ま
だ
大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
お
よ
び

大
村
市
か
ら
転
出
予
定
の
人

V
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

衆
議
院
議
員
総
選
挙
公
示
の

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
(
十
二

月
九
日
)
ま
で

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

十

一
月
三
十
日

t
十
二
月
九
日

V
不
在
者
投
票
お
よ
び
投
票
用
紙

な
ど
の
請
求
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
(
市
役
所
内
)

投
票
所
に
は

入
場
券
を

投
票
所
入
場
券
は
必
ず
持
っ
て

投
票
所
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
受
付

に
そ
の
旨
・
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
入
場
券
記
載
の
投
票
所
で

な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

無
効
投
票
に

な
ら
な
い
よ
う
に

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
投
票
は
無
効
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

①
正
式
の
投
票
用
紙
で
な
い
も
の

②
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の
氏
名

を
書
い
た
も
の
。

③
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
他
の
乙

と
を
書
い
た
も
の
。

(敬
称

・

職
業

・
身
分
な
ど
を
書
い
た
も

の
は
有
効
)

④
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か
、
は

っ
き
り
し
な
い
も
の
。

⑦
候
補
者
で
な
い
者
や
候
補
者
と

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
氏

名
を
書
い
た
も
の
。

@
候
補
者
の
氏
名
を
選
挙
人
が
自

分
で
書
い
た
も
の
で
な
い
も
の

最
高
裁
判
所
国
民
審
査

て
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思

う
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏

日

で

す
。

名
の
上
の
欄
に

×
を
書
く
か
、
ま

た
は
、
や
め
さ
せ
な
く
て
も
よ
い

と
思
う
裁
判
官
に
は
、
何
も
書
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
も

で
き
ま
す

字
を
知
ら
な
い
人
や
け
が
を
し

て
字
が
書
け
な
い
人
は
、

投
票
所

で
そ
の
旨
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

(投
票
事
務
従
事
者

が
本
人
に
代

っ
て
書
く
)
を
す
る

乙
と
が
で
き
ま
す
。

ら占

字
で投
き票
まも
す

目
が
見
え
な
い
人
で
点
字
投
票

を
す
る
人
は
、

投
票
所
で
そ
の
旨

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
の
配
付

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
選
挙
公

報、

最
高
裁
判
所
国
民
審
査
の
審

査
公
報
を
十
二
月
八
日
ま
で
に
各

世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

政
見
放
送
も

さ
れ
ま
す

衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
よ
り
、
候
補
者
が

そ
の
政
見
を
放
送
し
ま
す
の
で
、

み
ん
な
で
よ
く
き
き
ま
し
ょ
ラ
。
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り

選
挙
は

民
主
主
義

の
基
礎
で

あ
り
、
国

民
は
選
挙

を
通
じ
て

主
権
者
と

し
て
国
政

に
参
与
す

る
機
会
を

得
る
わ
け

で
す
。し
か
し

な
が
ら
、

過
去
の
選

挙
の
投
票

結
果
を
み

る
と
若
い

層
の
投
票
率
は
毎
回
、
最
低
に
な

っ
て
お
り
、
政
治
に
対
す
る
関
心

の
う
す
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す

今
回
の
選
挙
で
は
、
若
い
世
代

の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
よ
う
で

若い世代のみなさんへ

おおむ

日

(
十
二
月
十
E
)
午

前

七

時

に

サ

イ

年齢階層別投票率 よ は
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マ
ム
シ
岐
傷
の
新
知
見

マ
ム
シ
唆
傷
の
研
究
を
続
け
て

い
ま
し
た
市
立
病
院
外
科
で
は
、

正

月

を

は
も
う
お
す
み
に
な
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

な
に
か
の
事
情
等
に
よ
り
、
と

ど
乙
お
っ
た
税
金
な
ど
が
あ
れ
ば

完
納
し
て
、
さ
っ
ば
り
し
た
気
分

で
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

「
本
月
は
固
定
資
産
税
四
期
分
、

住
宅
使
用
料
十
二
月
分
、
汚
物
処

理
手
数
料
三
期
分
の
納
期
で
す
」

税
金
は
年
内
に
完
納
し
て

市政だより

明

る

年
末
ま
で
に
税
金
等
を
完
納
し

て
明
る
い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う

昭
和
四
十
七
年
も
あ
と
わ
ず
か

で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
司

(3) 

そ
し
て
、
か
け
足
で
新
し
い
昭

和
四
十
八
年
が
や
っ
て
き
ま
す
。

市
税
、
国
民
建
康
保
険
税
、
住

宅
使
用
料
、
汚
物
手
数
料
の
納
付

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
新
知
見
を
発
表
し
ま

し
た
。

お
け
る
新
知
見

マ
ム
ツ
喧
傷
の
重
症
例
に

大
村
市
立
病
院
外
科

萩
原
盛
男

永
野
信
吉

別
府
治
彦

土
田
龍
馬

同
臨
床
病
理
科

昭
和
四
十
七
年
、
当
院
に
て
入

松
井

院
加
療
を
受
け
た
マ
ム
シ
校
傷
患

者
は
七
名
で
あ
り
、
二
名
に
重
篤

な
シ
ョ
ッ
ク
状
態
が
み
ら
れ
、
ヤ
つ

ち
一
名
が
死
亡
の
転
帰
を
と
っ
た

従
来
マ
ム
シ
唆
傷
は
、
そ
の
毒

素
が
溶
血
毒
お
よ
び
軽
い
神
経
毒

作
用
と
解
さ
れ
、
死
亡
率
の
低
い

「公給領収証交付一|

一一強調月間一一

11月20日--12月26日
理で六月ら十ーは
飲を日二十日月、県
食 -料ま十二か二十で

乙
と
よ
り
、
そ
の
治
療
が
安
易
に

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
マ
ム
シ
血

清
反
応
陽
性
の
た
め
、
施
行
で
き

な
か
っ
た
三
名
(
上
記
二
名
を
含

む
〉
に
生
化
学
検
査
お
よ
び
心
電

図
検
査
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
新

事
実
を
つ
き
と
め
た
。

川
血
清
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ
〈

の
O
叶

d
O
H
V
4
)
d
F
口
出
'

出
回
口
d
(
V
司
同
な
ど
の
諸
酵

素
に
異
常
高
値
を
認
め
た
。

進

倒
心
電
図
に
て

ω
斗
d

、
円
の
変
化

に
よ
る
心
筋
炎
の
像
を
認
め
た

こ
の
こ
と
か
ら
ふ
り
返
っ
て
、

我
々
は
次
の
よ
う
に
推
論
し
た
。

す
な
わ
ち

⑦
患
部
の
腫
張
が
体
幹
に
ま
で
お

よ
ぷ
場
合

②
白
血
球
増
加
お
よ
び
血
色
素
尿

の
証
明

等
消
費
税
の
公
給
領
収
証
交
付
強

調
月
間
と
し
、
乙
の
月
聞
を
通
じ

て
料
理
飲
食
等
消
費
税
の
申
告
納

入
を
よ
り
正
し
く
推
進
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
料
理
底
、
カ
フ
エ
ー

飲
食
居
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
場
合

飲
食
代
の
十
婦
を
料
理
飲
食
等
消

費
税
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

③
受
傷
早
期
に
の
O
、H
J

F
口
出

。HU
同
が
異
常
高
値
に
ま
で
急

上
昇
し
、
次
い
で
出
回
口
d

の
句
、
吋
の
上
昇
お
よ
び
心
電
図

に
心
筋
炎
の
所
見
が
出
現
し
た

場
合
の
三
徴
候
、
特
に
③
の
所
見
が

み
ら
れ
る
時
、
患
者
に
は
死
に
直

面
す
る
よ
う
な
危
険
な
状
態
が
迫

っ
て
い
る
乙
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
を
長
崎
外
科
、

整

形
外
科
、
泌
尿
器
科
、
麻
酔
科
集

団
会
に
発
表
し
、
内
外
の
文
献
報

告
を
調
べ
た
が
、
い
ま
だ
乙
れ
に

接
し
て
い
な
い
。

更
に
考
案
を
進
め
、
四
十
九
年

度
日
本
外
科
学
会
総
会
お
よ
び
日

本
熱
帯
医
学
総
会
な
ど
に
発
表
す

る
予
定
で
あ
る
。

※
十
一
月
二
十
七
・
八
日
聞
か
れ

た
熱
帯
病
学
会
、
長
崎
大
会
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
飲
食
庖

は
一
人
の
飲
食
代
九
百
円
を
超
え

る
場
合
の
み
〉

飲
食
代
を
支
払
う
と
き
は
必
ず

県
が
料
飲
業
者
へ
渡
し
て
い
る
公

給
領
収
証
を
受
け
と
る
よ
う
ど
協

力
く
だ
さ
い
。

乙
の
領
収
証
が
納
税
さ
れ
た
証

と
な
る
も
の
で
す
。
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(4) b 

豚
・
牛
を
飼
っ
て
い
る
か
た
ヘ

水

質

汚

濁

防

止

法

の

改

正

市政だより

豚
A
一口
、
牛
A
古
か
ら
の
排
水
が
寸

』
し
ま
う
お
そ
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。

水
質
汚
濁
防
止
法
の
規
制
を
受
け
水
は
わ
た
く
し
た
ち
の
豊
か
な

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
生
活
の
基
礎
で
あ
り
、
新
し
い
文

注
意
を
:
:
j
i
-
-

化
を
も
た
ら
す
泉
で
す
。

山
「
水
質
汚
濁
防
止
法
」
と
は
?
わ
た
く
し
た
ち
の
健
康
で
文
化

現
在
、
全
国
い
た
る
所
で
海
や
的
な
生
活
を
守
る
た
め
に
、
水
の

川
の
水
質
汚
濁
の
進
行
が
問
題
と
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
る
の
を
食
い
止

な

っ

て

い

ま

す

。

め

な

け

れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
の
汚
れ
は
、
ど
ん
ど
ん
広
が

「水
質
汚
濁
防
止
法
」
は
、
乙

り
、
し
か
も
汚
れ
方
は
ひ
ど
く
な
の
よ
う
な
考
え
方
に
た
っ
て
昭
和

っ

て

い

ま

す

。

四

十

五

年

十

二

月

制
定
さ
れ
、
汚

こ
の
ま
ま
で
は
、
と
り
返
し
の
れ
た
水
や
廃
水
を
た
く
さ
ん
流
す

っ
か
な
い
状
態
に
ま
で
水
の
汚
濁

工
場
、

事
業
場
に
対
し
て
、
い
ろ

が
進
み
、
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
い
ろ
な
規
制
措
置
を
講
じ
て
い
る

環
境
、
自
然
環
境
は
破
壊
さ

れ

て

法

律
で
す
。

みんなそろって

明るい正月を

年
末
を
迎
容
施
設
に
お
ら
れ
る
老
人
、
重
度

閣

ぇ、

生
活
に
心
身
障
害
児
や
施
設
の
子
ど
も
た

汁

困
窮
さ
れ
て
ち
な
ど
わ
た
く
し
た
ち
の
身
近
に

『
hv
あ
い
る
か
た
が
お
ら
れ
る
不
幸
な
か
た
が
た
の
し

け

た

、

長
く
病

あ
わ
せ
の
た
め
、

今
年
も
十
二
月

ゴ
床
に
お
ら
れ
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
歳
末
た

示

る

入

院
患

す
け
あ
い
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

歳
者
、
寝
た
き
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ど
支
援
を
お

り
老
人
や
収
願
い
し
ま
す
。

o~ 

冷〉• 

ω
「
特
定
施
設
」
と
は
?

水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
っ
て
規

制
を
受
け
る
の
は
、
汚
れ
た
水
や

廃
液
を
流
す
施
設
の
う
ち

「
特
定

施
設
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
施
設

を
も
っ
て
い
る
工

場
、
事
業
場

(
と
れ
を

「
特
定
事
業
場
」

と
い

う
)
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

豚
舎
や
牛
舎
が
、

"水
質
汚
濁

防
止
法
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に

一

業

乙
れ
か
ら
に
県
民
総
力
を
あ
げ
て
飲
酒
運
転

一

一

品
M

は
忘
年
会
、

を

追
放
し
、
交
通
事
故
を
な
く
そ

一

一

韓

日

ク
リ
ス
マ
ス

う

と

す

る

も

の

で

す

一

一

幻

別

パ
ー
テ
ィ
ー
み
ん
な
で
、
差
し
合
っ
て
、
一

一

H
引

1

新
年
宴
会
な
明
る
い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
o

F
，
 

一

政

~

ど
酒
を
飲
む
@
家
庭
か
ら
の
飲
酒
運
転
追
放

一

一

時

旧

機
会
が
多
く

⑤
地
域
、
職
場
ぐ
る
み
の
飲
酒
運

一

一

特

別

な

り

交

通

事

転

追

放

一

一

杭

州

惚

故

も

激
増
し

@

酒
類
販
売
業
者
の
か
た
は
、
車
一

一

寸

ま

す

。

を

運

転

す

る

人

に

絶
対
に
酒
を
の
一

-

当

乙
の
時

期

ま

せ

な

い

こ

と

。

一

コ、

• 
シ

尿

処

理

の

倍

、、、、

現

在

十
一
月
十
六
日
森
園
郷
の
市
営

ゴ
ミ
焼
却
場
と
シ
尿
処
理
場
裏
で

拡
張
工
事
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
乙
れ
は
市
の
基
本
構
想
に
基
づ

き
二
年
計
画
で
来
年
十
二
月
完
成

の
予
定
で
建
設
さ
れ
る
も
の
で
す

現
在
の
処
理
場
の
裏

一
万
二
千

九
百
平
方
メ
ー
ト

ル
を
買
収
し
て

総
工
費
四
億
六
一千
万
円
の
一大
事
業

で
シ
尿
処
理
は
活
性
汚
泥
式
、
一

日
五
十
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
能

力
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ゴ
ミ
焼
却
炉
は
機
械
化
パ

ッ
チ
燃
焼
式
で
一
日
五
十
ト
ン
の

焼
却
が
で
き
ゴ
ミ
投
下
も
機
械
化

し
現
在
の
二
十
ト
ン
と
合
せ
て

一

日
七
十
ト
ン
と
な
っ
て
人
口
七
万

人
分
の
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

4今

+
二
月
+
日

(
日
)
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

な
っ
た
“
の
は
昭
和
四
十
七
年
)

十
月
一
日
か
ら
で
「
豚
房
、
牛
房

施
設
」
が
、
こ
の
特
定
施
設
に
追

加
指
定
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

間
「
豚
房
、
牛
房
施
設
」
と
は
?

今
度
特
定
施
設
に
指
定
さ
れ
た

の
は
、

豚
舎
や
牛
舎
の
全
体
で
な

く
、
飼
料
置
場
、
通
路
な
ど
を
除

い
た
実
際
に
豚
や
牛
を
収
容
し
て

い
る
場
所
l
乙
れ
を
豚
房
、
牛
房

と
呼
び
ま
す

l
の
総
面
積
が
次
の

規
模
の
も
の
が

「特
定
施
設
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約

十
五
坪
)
以
上

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル

(約

豚
房

牛
房(竹小三年〉

(大小六年〉

大久保君

山口さん

六
十
坪
)
以
上

豚
舎
や
牛
舎
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
糞
尿
な
ど
は
「
水
質
汚
濁
防

止
法
」
の
ほ
か
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
十

乙
の
法
律
に
よ
る
と
豚
舎
や
牛

舎
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
糞
尿
な

ど
(
「
産
業
廃
棄
物
」
と
呼
ば
れ

ま
す
)
は
事
業
者
み
ず
か
ら
処
理
，

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず、
，無
処
理
の

ま
ま
排
出
す
る
乙
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
あ
わ
せ
て

ご
注
意
を

/

く
わ
し
く
は
、
大
村
保
健
所
ま

た
は
大
村
市
企
画
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

…児童読書感想大会代表…・

読
書
週

で
市
内
の
小
学
校
か
ら
選
ば
れ
た

聞
の
行
事

十
七
人
の
児
童
が
出
場
し
て
大
村

の
一
つ
と
地
区
の
予
選
会
を
行
な
い
ま
し
た

し

て

毎

年

い

ず
れ
も
た
い
へ
ん
り
っ
ぱ
な

長
崎
県
児

で
き
ば
え
で
し
た
が
、

次
の
二
名

童
読
書
感

が
選
ば
れ
て
十
一
月
五
日

(
日
)

想
発
表
大
諌
早
市
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た

会
が
開
催
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
竹
松
小
学
校
三
年

ま
す
が
、

大
久
保

充

君

本

年

も

十

(
ゆ
き
ん
乙
十
二
郎
)

一
月
一

日
大
村
小
学
校
六
年

(水
)に
中

山

口

弘

美

さ

ん

央
公
民
館

(ま
ぼ
ろ
し
の
巨
鯨
シ
マ
〉
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4今

-
払
票

お

し

せ

り

注
射
と
検
診

-
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を
う
け
ま

し
ょ
う

該
当
者
生
後
三
カ
月
以
上
経
過

し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
'
つ
け
て

い
な
い
も
の
、
お
よ
び
二
回
目
の

投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も
の。

料

金

無

料
で
す
が
、
昭
和
四
十

七
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お
た

ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調
べ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

り

'‘""'、d、-、p・・

絵
の
好
き
な
人
た
ち
が
週
に
一

回
集
ま
っ
て
は
描
き
続
け
て
、
よ

う
や
く
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
の
で
、
十
一
月
二
十
三
日

l
二

十
六
日
、
-
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

で
美
術
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
浜
圭
甫
さ
ん
を
は
じ
め
十
五

人
の
力
作
五
十
一
点
が
会
場
に
飾

ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
覧
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
美
術
展

おおむ市政だより(5) 

日

(
十
二
月
十
ビ
)
午
前
七
時
に
サ
イ

生ワク投与日程表

会場名 |投与日 i

市役所
112月12日

萱瀬出張所

諏訪公民舘

三浦診療所 112月13日

鈴田出張所 |

竹松本町公民舘1
112月14日

福重 出張所

市立病 院 |
112月15日

|松原出張所

時間はいずれも
午後2時--3時

禁
忌
者
ω
発
熱
や
下
痢
を
と
も
な
う
急

性
疾
患
者

ω
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管

系
疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄

養
障
害
者

同

種
痘
お
よ
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
一
カ
月
を
経
過
し
て

い
な
い
も
の

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

-
十
二
月
の
妊
婦

お
よ
び
現
幼
児
検
診

日 場 所 時 間 備 考

8日 竹松出張所 193::3000~~1115::000 0 乳幼児のみ

12日 鈴田出張所 9:30---11:00 

14日 三浦出張所 13:30--15:00 乳幼児のみ

20日松原出張所 9:30---11:00 

-
原
爆
被
爆
者
の
定
期

健
康
診
断

-
法
律
で
定
め
ら
れ
た
定
期
の
健

康
診
断
で
す
の
で
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

特
に一

般
手
帳
の
人
も
受
け
て

く
だ
さ
い
。

2
国
立
大
村
病
院
、
大
村
市
立
病

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

院
に
入
院
の
か
た
は、

病
院
で

受
診
し
て
手
帳
に
記
入
の
う
え

保
健
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

3
国
立
、
市
立
病
院
外
に
入
院
中

ま
た
は
在
宅
患
者
の
人
は
、

診

断
書
を
添
え
て
保
健
所
に
堤
出

し
て
く
だ
さ
い
。

4
住
所
変
更
に
つ
い
て
は
住
民
票

を
添
え
て
保
健
所
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

死
亡
者
の
手
帳
は
保
健
所
に
返

納
し
て
く
だ
さ
い
。

募

集

※萱瀬地区は中止

国
「
大
村
文
芸
」
第
七
集

原

稿

募

集

資

格

市

内

在
住
者
ま
た
は
在
職

者
で
中
学
校
卒
業
以
上
の
年
齢

部

門

文

芸
作
品
で
未
発
表
の
も

の。短
歌
、
川
柳
、
俳
句
は
十
首
か

十
句
。

詩
、
童
謡
な
ど
は
一
編
。

小
説
、
戯
曲
、
随
筆
は
原
稿
用

紙
三
十
枚
以
内
。

期
限
昭
和
四
十
八
年
一
月
三
十

一
日

送
付
先

厳
守
玖
島
郷
二
五
番
地

原爆被爆者定期健康諺断実施日程表

検診月日i実施場所|対象地区 |受付時間 |
型片品亙|松原、福重地区 11iji!こ1131i
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H
U
n
H
U
一
n
H
u
n
H
U
-

n
H
U

一
n
H
u
n
H
U
一n
H
u
n
H
U
一n
H
U
n
H
U
一n
H
U
A
H
U
一

一n
H
u
n
H
U

4
1ム
a
n
U
4
一
司E
A
a
n
ヨ
一

吋l
よ

一
4

，Aa
n
ヨ
一噌E
4
8n
吉
一喝'
4
a
A
せ
一4
1
4
A
川守一

一4
1
4
a
n当

~
~
一
~
~
一
~、
一
~
~
一
~
~
一~
~
一~
~
一
P

一
~
~

9
2
9
2
9
一

9
3一
9
3一
9
3
5
3一
一

9
3

一

一木

一
杭
一
徳

一部

一

一松

一
区

一後

一

、

ご

一武

一

で
区

一
地

一
、

一場

一路

一
、

一

事
地

訪

一
浦

一島

一馬

一小
区
一町

一
'
一馬
路

諏

豆

コ

二

玖

一乾
区
王
地
一本
区
一
K

-
桜
小

、
地
一
、
一
、
区
一
、
地
一
、内
一
、地
一

、西

田
瀬
一
回
一
原
地
町
津
一舟
川
一町

旦

並

ぅ
、

池
章
一
鈴
一
久
場
古
出
一岩
泉
一片
水
一

松

山

口
同
一
口
μ

一
口
同
一
口
同
一
口
一
円

一
口
μ

8
一

9
一

日

一

O
一

一

竹松地区11 

H 

が

7日

23日

25日

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

そ
の
他

原
稿
に
は
住
所
、
氏
名

を
つ
け
年
会
費
二
百
円
を
同
封

の
こ
と
。

試

験

-
調
理
師
試
験

そ
の
他
三
十

1
六
十
円
程
度

申
込
期
限
十
二
月
二
十
日
ま
で

申
込
場
所

大
村
保
健
所

催
し
も
の

国
新
年
名
刺
交
換
会

正
月
二
日
午
前
十
一
時

試
験
日

昭
和
田
十
八
年
二
月
二

日
(
金
)

試
験
地
長
崎
市
・
佐
世
保
市

予
備
講
習
会

長
崎
昭
和
四
十

八
年
一
月
二
十
五
・
六
日

佐
世
保
昭
和
四
十
八
年
一
月

二
十
二
・
三
日

手

数

料

受

験

料

千

円

受
講

料

五

百

円

四
十
七
年
か
ら
二
日
に
変
更
し

て
実
施
し
℃
い
ま
す
。

日
時
昭
和
四
十
八
年
一
月
二
日

午
前
十

一
時

場

所

市

民

会
館

会
費
五
百
円

申
し
込
み
十
二
月
十
日
ま
で
に

市
役
所
総
務
課
ヘ



(6) 

ス
ポ
ー
ツ

り

圃
市
長
杯
争
奪

柔

道

大

おおむ

.6. 
:z:;;; 

日
時

十
二
月
十
七
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分

場
所

市
民
体
育
館

市政だより

試
合

団
体
戦

園
大
村
市
月
例
卓
球
大
会

個
人
戦

場
所

市
民
体
育
館

十
二
月
二
十
四
日
(
日
)

日
時

昭和47年12月1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111 111 111 1111 11 1111 111 111 11111 11 1111111 111 1111 IIII11ID 

競
技
種
目

申
込
締
切

個
人
戦

十
二
月
十
七
日
(
日
)

ま
た
は
大
村
市
本
町

大
村
ス
ポ

ー

ツ

社

。

四

一

七

八

大
村
卓
球
協
会

T
E
L
 

主
催

そ

の

他

-
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
で
公
務
扶
助
料

遺
族
年
金
を
も
ら
っ
て
お
ら
れ
た

か
た
で
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
聞
に
死
亡
さ
れ
て
、
現

在
年
金
を
う
け
て
お
ら
れ
な
い
遺

族
に
国
債
(
額
面
三
万
円
十
年
償

還
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
請
求
手
続
き
な
ど
く
わ
し
く
は

市
社
会
課
へ
。

申
込
先
大
村
市
杭
出
津
郷
七

O

四
親
和
金
融
合
資
会
社
内

俵
淳
一
郎
気
付
大
村
卓
球
協
会

おめでとう

ございます

島津島等持当官島津希望島等

晴れの県民表彰

良智義智義智弘f?K義f?K義餐

十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝
の
一

目、

県
庁
で
「
県
民
表
彰
式
」
が

行
な
わ
れ
、
市
か
ら
次
の
か
た
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

進二
に十民相
努一生田
力年委儀
さ間員作
れ地
た域児殿
功住童(
績民委松
にの員山
よ福と 郷
り社し)
増 て

吸..，...."...，、~、内"'"匂肉、，、d肉、，、.，...，...，.、J、."...，、~向、，、戸"'"、."...，、."...，、，...，.....

ご寄付ありがとうございました一一

図
書
館
に
た
く
さ

ん
の
図
書
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

修
上
小
路
、
西
村
文

子
さ
ん
か
ら
亡
夫

義
準
さ
ん
の
忌
明

け
に
当
た
り
、
生

前
ど
愛
用
の
図
書

「
徳
川
家
康
(
全

二
十
六
巻
)
」
他

百
五
十
四
冊
お
よ

び
専
用
書
架
一
台

@
武
部
郷
、
山
口
鉄

夫
さ
ん
と
下
久
原

西
村
福
二
さ
ん
か

ら
お
子
様
の
ご
結

圃
愛
の
献
血
に

ご

協

力

を

人
間
の
生
命
を
守
る
輸
血
用
の

保
存
血
液
は
、
す
べ
て
献
血
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
末
年

始
に
は
保
存
血
液
が
不
足
し
ま
す

そ
こ
で
大
村
青
年
赤
十
字
奉
仕

団
で
は
、

保
存
血
液
の
不
足
を
補

な
う
た
め
、
次
の
と
お
り
『
愛
の

献
血
』
奉
仕
を
行
な
う
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

十
二
月
九
日
(
土
)

日
時

婚
記
念
と
し
て
、
「
人
と
歴
史

シ
リ
ー
ズ
」
他
四
十
冊
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
次
の
と

お
り
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

ゐ
V

上
小
路
の
西
村
文
子
さ
ん
か
ら

亡
夫
義
準
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
木
彫
の
獅
子
お
よ
び
虎
の
置
物

⑫
古
町
の
高
月
キ
ヨ
ノ
さ
ん
か
ら

亡
夫
正
雄
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
日
本
人
形
二
点
と
洋
画
三
点

品
物
池
田
郷
の
大
塚
次
雄
さ
ん
か
ら

み
な
さ
ん
の
木
陰
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
と

コ
コ
ス
ヤ
シ
の
大
樹

場
所

公親午
22和後
コ銀-
i行時
L大 1
1村三
土産時
O 前

圃
漂
流
物
拾
得

拾
得
物
件

生
魚
用
い
け
す
網
一
個

拾
得
場
所
松
原
海
水
浴
場
横

※
心
当
た
り
の
か
た
は
会
計
課
へ

-
十
二
月
の

実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

O
四
日
か
ら
九
日
ま
で

O
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

本

一
一
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
郵
便
物
は
郵
便
番
号

に
よ
っ
て
区
分
け
さ
れ
ま
す
。

郵
便
番
号
を
正
し
く
書
い
て
、

早
め
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

お
宅
に
は
郵
便
受
箱
は
設
置
で

き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

た
い
せ
つ
な
郵
便
物
は
受
箱
で

受
け
取
る
よ
う
ど
協
力
く
だ
さ
い

-
年
末
の
郵
便
物
は

お

早

め

に

年
末
は
郵
便
物
が
た
い
へ
ん
混

雑
し
ま
す
。

小
包
は
年
内
に
、
年
賀
状
は
元

旦
に
眉
く
よ
う
小
包
は
十
二
月

十
五
日
、
年
賀
状
は
十
二
月
二
十
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